
九
分
教

の
ゲ
イ

ヤ
に

っ
い
て
 
(
前

田
)

九

分
教

の
ゲ

ヤ
に

つ
い
て

前

田

恵

學

本
誌
前
號

に
お
い
て
私
は
九
分
教

の
第

一
支

S
u
t
t
a
を

取
り

上
げ
、

そ

の

性

格
並
び
に
具
謄
的
内
容
を
論

じ
た
。
本
稿

で
は
家

い
で
そ
の
第

二
支
G

e
y

y
p

を
問
題
と
し
た

い
。
な
ほ
近
く
刊
行

の

「
宮
本
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
」

に
は
、
第

八
支
V
e
d
a
l
l
 (
V
a
i
p
u
l
l
y
a

)

に
論
及
し
た
。

一
 
ゲ

イ
ヤ
の

一
般

的
語
義

と
傳

統
的
解
繹

〔
A
〕
G

e
y
y
a

〈
S
kt
.
 O
e
y
P
)

は
動
詞
g
a
y
a
t
i
 
(
<
g
a
i
 
to
 s
i
n
g
,

re
c
ite
)

か
ら
作
ら
れ

た
g

e
r
u
n
d
i
v
e

の
名
詞
的
用
法

で
あ

る
。

從

つ
て
本

來
は

「
歌

は
る
べ
き
も

の
」
「
頽
せ
ら
る
べ
き
も

の
」
の
意
味
で
、
漢
課

の

「
鷹

頚
」
は
こ
れ

に
當
る
。

チ
ペ

ッ
ト
課
 
D
b
y
a
n
s
-
k
y
i
s

y
is
 b
sn
p
d
-
pah
i
 sd
e
、も

(
1
)

こ
の
意
味
を
表

は
し

て
ゐ
る
。
G
e
y
y
a
の
語
は
名
詞

と
し

て
は
イ

ン
ド

一
般

に

(
2
)

十
分
熟

し
て
ゐ
な

い
言
葉
ら
し
く
、

パ
ー
リ
聖
典

中
で
も
九
分
教
に
關
聯
す

る

(
3
)

場
合
に
の
み
こ
の
語
を
用

ひ
、
他

の
場
合
に
は
飴
り
見
ら
れ
な

い
。

智

(
4
)

〔
B
〕

九

分
教

の
各
支
は
、
S
u
tt
 
に
お

い
て
も

見
ら
れ
る
や
う
に
、

夫

々

の

一
般
的
語
義

に
封
し

九
分
教

の

一
支
と
し
て

の
特
殊
な
意
昧
を
有
す
る
も

の

が
多

い
。
こ
の
こ
と
は
今
G

e
y
y
p

に
つ
い
て
も
要
當
す

る
。
九
分
教

の

一
支

と
し
て

の
G

e
y
y
a

の
特
殊

な
意
味

・
性
格
は
阿
毘
達
磨

・
大
乗

の
諸
経
論
が

こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
。

ノ

リ
テ

ニ

先
づ

『
大
毘
婆
沙
論
』
雀

三

三
ハ
に
は
G

e
y
y
a
を

以

て

「
諸
経
中
依
二
前

セ
ル

ノ

ニ

ニ

シ
テ

シ
テ

ヲ

ス

ヲ

散
読
契
輕
文
句
叫
後
結

爲
レ
頚
而
調
司講
之
こ

と
説
朋
し

(大
二
七
、
六
五
九

テ

ヲ

ス

ヲ

下
)
、
『
成
實
論
』
雀

一
に
は

「
以
レ
偶
頚
二
修
多
羅

こ

と

し

(
大

三
二
、

二
四

(
5
)
 

ノ

ニ
も

ス
ル
ナ
サ

ヲ

四
下
)
、
『
喩
伽
師
地
論
』
雀

八

一
は

「
長
行
後
宣
訓
読

伽
他

一」
(
大
三
〇
、

七
、

ノ

ニ

ス

五
三
上
)
、
『
顯
揚
聖
教
論
』
雀

一
三
は

「
長
行
後
誠
頽
」
(
大
三
三
、

五
三
入

テ

ノ

ヲ

ヅ
テ

ス
ル
ナ
リ

ノ

ノ

中
)
、
『
順
正
理
論
』
雀
四
四
に
は

「
以
二
勝
妙
緯
句
言
詞

随

二述

讃

前
契
輕

ヲ所
説

こ

と
規
定

し
て
ゐ
る

(
大

二
九
、

五
九
五
上
)
。
つ
ま
り
 
Ge
y
y
p
 と
は

も

も

法
を
簡
潔
に
散
文
に
ま
と
め
た
 
S
u
t
t
 
を
先
づ
読
き
、

さ
ら
に
そ

の

S
u
t
t
a

も

も

の
内
容
を
韻
文

の
G
a
t
t
aを
以

て
重
ね

て
頽
す
る
も

の
で
あ

る
と
言

ふ
の

で

あ
る
。
漢
謬
で
G

ey
y
a
を

「
重
頚
」
と
意
謬
す

る
は
こ
の
意
味
を
表
は
す

わ

け
で
あ

る
。

で
は
何
故
ほ
ぼ
同

一
の
内
容
を
、

前
に
既

に
散
文

の

S
u
t
t
aで
述
べ

つ
つ
、

而
も
さ
与
に
重

ね
て
G
a
t
h
aを
以
て
頽
す

る
必
要
が
あ
る

の
か
。
こ
の
黙

傳
統

的
解
繹

は

「
義

理
を
堅
固
」
に
し
、

三
言
僻

を
嚴
飾
」
す
る
た
め
と
か
(
『
成
實
』
)
、

(
6
)

「
末
了
義
経
」
を
補
繹
す

る
た
め

と
か

(
『
喩

伽
』
『
顯
揚
』
『
集
論
』
『
雑
集
論
』
)

(
7
)

説
明
し
て
ゐ
る
。
從

つ
て
結
果
的

に
見

る
と
、
O
e
y
y
a
に
は

S
u
t
t
a
と
G
a
t
t
h
a

と

の
問

に
軍
に
重
頽

の
關
係
し
か
な

い
も

の
と
、
重
頚
し

つ
つ
多

少
補
足
的
読

明

の
意
味
が
加
つ
て
ゐ
る
も

の
が
あ
る

と
言

ひ
う
る
。

し
か
し
補

足
的
読

明
の

意
味
は
必
ず

し
も

必
要
で
な
く
、
重
碩

の
關
係
さ

へ
あ
れ
ば
G

e
y
y
p
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

か
く
し

て
G

e
y
y
p

の
性
格
は
訳

の
三
黒

に
韓
す

る
。
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(
I
)
 
先
づ
法
を
節
潔

に
ま
と
め
た
散
文
の
S
u
tt
a
-郎

ち
九
分
教

で
い
ふ

S
ut
t
a
 が
存
在
す
る
。

(
I
I)
 
次

い
で
そ
の
S
u

t
t
a

を
重
類
す
る
G
a
t
h
aが
存
在
す

る
。

(
I
I
I

)
 
G
e
y
y
a
 は

S
u
t
t
a
と

簿
冨

爾
要
素

の
輩
な
る
複
合
膿
で
な
く
、

G
a
t
t
aが

S
u
t
t
aに
野
し
重
頚

の
關
係
に
あ
る
を
要
す

る
。

こ
こ
に
G

e
y
y
a

(
8
)

が

S
u
t
t
a
や

の
G
a
t
h
a

げ
餌
の
何
れ
と
も

異
る
特
徴
が
存
す
る
。

(
た
だ
し
、
時
と
し

て
G
a
th
a
が

S
utt
a
の
補

足
的
読
明

の
意
味
を
含
む
場
合
が
あ
る
が
、
G
e
y
-

y
a

の
本
質
的
制

約
で
は
な

い
。)

で
は
G

e
y
y
a

の
具
鐙
的

内
容

は
如

何
。
傳
統
的
解
縄

は
こ
の
黙
如
何
に
説

明
し
、

近
代

の
學
者
は
こ
れ
に
如

何
な
る
態
度
を
示
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。

二
 
具
禮
的
内
容
に
關
す

る
傳
統
的
解
縄
と
近
代
學
者

の
立
場

〔
A
〕
G

e
y
y
a
の
具
膿
的
内
容

に
關
す

る
傳
統
的
解
繹
に
は
凡

そ

三
種
あ

(
9

)

る
。

一
は

『
婆
沙
』

の
縄
、

三
は

B
u
dd
h
a
p
g
go
sa

の
そ
れ
で
あ
る
。

先
づ

『
婆
沙
』
(
前
引
箇
所
)

は
次

の
如
き
實
例
を
示
し

て
ゐ
る
。

シ

ロ

げ
テ

ニ

フ
ガ

レ

イ
テ

バ

ク

ス
ト
イ
ヒ

ヲ

ク
バ

ク
シ
テ

ク

ス
ト
イ
フ
ハ

如
下
世
奪
告
二
芯
鋼
衆

叫言
加
我
読
知
見
能
蓋
二
諸
漏

若
無
二知
見

一能
蓋
レ

ヲ

シ

ル
コ
ト

ノ

シ

ノ

ノ

リ
テ

タ

シ
テ

シ

ヲ

シ
テ

シ
テ

ク

漏
者
、
無
レ有
二是
慮
鱒
世
奪
散
読
、
此
文
句
已
復
結
爲
レ頚
、
而
訟
論
言
。

ル
モ
ノ
ハ

ス

ヲ

タ
モ
ノ
ハ

ラ

有
二
知
見

鳳蓋
レ
漏

無
二知
見

一不
レ
然

セ
ル

ノ

ニ

ハ

ス

ヨ
リ

蓬
三
紹
生
滅

一
時

心
解
凱
腕
煩

悩
一

(
10
)

ま
た

B
u
d
d
h
a
g
h
o
s
a
に
よ
れ
ば
、
「ゲ

イ
ヤ
と
は
す

べ
て
偶
の
あ
る
輕

と
知

る

も

も

し

べ
き
で
あ
る
。

特
に

『
相
鷹
部
』

に
お

け

る

有
偶
品
全
謄

で
あ

る
。
」
(
S
a
b

b
a
m
 
p
i
 
s
a
g
a
t
h
a
k
a
m
 

s
u
t
t
a
m
 

g
e
y
y
a
n
 
t
i
 

v
e
d
i
t
a
b
b
a
m
,
 

v
s
e
e
n
a

S
a
m
y
u
t
t
a
k

e
 s
a
k
a
l
o
 
p
i
 
S
a
g
a
t
h
a
v
a
g
g

o
.)

〔
B
〕

右

二
縄

の
中
、
前
者

は
既

述

の

O
e
y
y
a

の
分
教
義

に
よ
り
よ
く
合

す

る
が
、
軍

に

一
例
を
羅
げ
る

の
み

で
必
ず
し
も
G

e
y
y
a
の
具
燈
的
内
容

に

關
す

る
全
燈
的
概
念
を
與

へ
な

い
。
後
者
は
分
教
義
に
合
し

な

い
黙

が

あ

る

が
、
具
膿
的
に
詮
明
し
で

「
有
偶
品
」
を
古

い
と
す

る
近
代

の
原
典
批
瓢

の
結

果
と
も

一
致
を

示
す
。

故

に

「
有
偶

品
」
を

O
e
y
y
a
の
圭
内
容
と
見
る
立
場

が
慶
く
行

は
れ
て
來
た
。
尤
も
學
者

の
間

に
は
自
ら

傾
向

の
相
違

も

あ

り
、

(
11
)

G
ey
y
a
の
内
容
と
し
て

「有
偶

品
」
し
か
考

へ
な

い
見
方
と
、

「有
偶

品
」
を

(
12
)

圭

と
し

つ
つ
他

の
類
似

経
典
を
も
含
ま
し
め
る
見
方

と
が
あ

る
。
し
か
し
多
か

れ
少

か
れ
近
代

の
諸
先
畳
は

B
ud
d
ha
g
h
o
s
a
 

の
解
繹
を
尊
重
さ
れ
、

「
有
偶

品
」
を
中
心
と
さ
れ
て
ゐ
る
や
う

で
あ
る
。

こ
れ
に
封
し
美
濃
晃
順
師
は
濁
り

『
婆
沙

』
繹

の
正
當
性

を
圭
張
さ
れ
た
。

師

に
よ
れ
ば
、

一
般

に

B
u
d
d
ha
g
h
o
s
aの
読
は
殆

ん
ど
信
ず
る
に
足
ら
ず
、

今
も

「
有
偶
品
」
(
S
a
g
a
t
h
a
-
v
a
g
g
a

)

の
名

に
懸
じ
G

e
y
y
a
を

「
有
偶
輕
」

(sa
g
a
t
h
a
-
s
u

tt
a)

と
定
義
し
た
も

の
で
、
B
ud
d
h
a
g
h
o
sa
は

O
e
y
y
a

を

(
13
)

以

て
経
中

の
偶
と
解
し
た
に
過
ぎ
な

い
で
あ
ら
う
と
言

ふ
。

私
見
に
よ
る
も
、

(
14
)

「有
偶

品
」
中
G

e
y
y
a

の
名
に
値
す

る
も

の
は
甚

だ
少

い
。
而

し
て
美
濃
師

が

B
u
d
d
h
a
g
h
o
s
a

繹

を
破

し

『
婆
沙
』
繹

を
立
て
ら
れ
う
に

つ

い

て
は
首

肯
す

べ
き
黙

が
多

い
。
た
だ
師

の
説
は
傳
統
縄

の
正
し

い
理
解
に
は
大
き
な
寄

與
を
さ
れ
た
と
は

い

へ
、
九
分
教
の
具
燈
的
内
容

の
把
捉

に
は
、

な
ほ
問
題

を

残

さ
れ
た
多
少

の
遣
憾
が
あ

つ
た
や
う

に
思
は
れ
る
。

こ
の
黙

を

考

慮

す

れ

ば
、

我

々
は

『
婆
沙
』

の
読
明
だ
げ

で
満
足
す
る

こ
と
は

で
き
ず
、

さ
ら
に
傳

統

的
解
繹

の
立
場

を
越

え
て
、
原
始
佛
教
聖
典
自
身

に
照

し
具
禮
的
内
容
を
追

求
し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
で
は
如

何
な
る
視
黙
を
以

て
見
れ
ば
、

原
始
佛

教

聖

典
中
よ
り
G

e
y
y
p

の
内
容

と
な
る
も

の
を
取
り
出
し
う
る
で
あ

ら
う

か
。

三
 
ゲ

イ
ヤ
の
具
鐙
的
内
容
決
定

の
方
法

〔
A
〕

傳
統
的
解
縄
に
よ
れ
ば
 
Ge
y
y
a
の
本
質
は

S
u
t
t
a
と
G
a
t
t
h
a
と

の
間

の
重
頚

の
關
係

に
あ
る
。

從
つ
て

O
e
y
y
p

の
内
容

た
る
も

の
は
、

こ
の

線

を
外

れ
た
も

の
で
あ

つ
て
は
な
ら
な

い
で
あ
ら
う
。

若
し
原
始
佛
教
聖
典

の

九
分
教

の
ゲ
イ
ヤ
に

っ
い
て

(
前

田
)
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九
分
教

の
ゲ

イ
ヤ
に
つ

い
て
 
(
前

田
)

中
か
ら

こ
の
線
に
よ
く
適
合
す
る
も

の
を
見
出
し
う
れ
ば
、

傳
統
的
解
繹

の
上

か
ら
も
ま
た
原
始
佛
教
聖
典

自
身

の
上
か
ら
も
G

e
y
y
a

の
具
膿
的

内
容
と
し

て
適
は
し
か
ら
う
。

と

こ
ろ
で

S
u
t
t
aと
G
a
t
t
h
a
と

の
周

に
重
頚

の
關
係
が

あ
る
か
な
い
か
を
知
る
最

も
客
襯
的

に
し
て
手
近
か
な
方
法
は
、
或
る
経
典
に

お
い
て
先
づ
散
文
が
述
べ
ら
れ
次

い
で
偶
文
が
あ
る
場
合
、

爾
者

が
如
何
な
る

關
係
を
示
す
言
葉
で
結

合
さ
れ
て
ゐ
る
か
を
調
べ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

こ
の
観

黙
か
ら
聖
典
に
當

つ
て
見

ゐ
と
、

そ
の
結
合
文
句
は
内
容
的

に
或
る
程
度
類
別

で
き
る
。
今
假
り
に
名
構

を
附

し
て
読
明
し
よ
う
。

(
1
)

「
輩
純
読
偶

型
」
(輩

に
某

に
よ
り
偶
が
読
か
れ
た
等

と
す

る
も
の
。

例
、
D
N
.
 
I
.
 

9
9
:
 Br
a
h
m
a
 
p
i
 
e
s
a
 
A
m
b
a
t
t
h
a
 
S
a
n
a
m
k
u
m
a
r
e
n
a

g
ath
a
 b
h
as
i
t
a
-
.
 
c
f
.
 

D
N
.
 

9
7
.
 M
A

I
I
 
15

3
-5
8
。
S
A
.
 
1
.

2
.
 3
f
.
 e
t
c
.)

(
I
I)

「
読

法
読

示
型

」

(
次

に
偶

を
以

て
読

法

や
説

示

を
す

る

と

前

置

き

す

る
内
容

の
竜

の
。

例
、

D
A
.
 
II.
 1
6
6
:
 
D
o
n
o
 
b
r
ah
m
a
n
o
 t
e
 
s
a
m
g
he

gq
a
n
e
 
et
ad
 
p
o
c
a
,
 
D
N
.
 
I

I.
 
255
:
 B
h
a

p
v

e
s
d
 p
v
o
c
a
,

g
f
 D
A
.
 
I
I
.
 
2

7
5
.
 
I
I

I
.
 
2
7
2
,
 MN
.
 
I
.
 
3
9
.
 II
.
 
6
4
.
 

e
tc
.)

(
I
I
I
)

「
内

容

指

示
型

」
(
次

の
偶

の
圭
題

・
経

名

等

を
述

べ

る

竜

の
。

例
、

M
N
.
 
II

I
.
 
1

9
0
:
 
-
,
 
b
h
p
d
d
e
k
a
r
tt

s
a
 
u
dd
e
sa
n
 
c
a
 
v
i
b
h
a
n
g
a
n
 
c
a

a
b
h
a
s
i
m
.
 
-
.
 
o
f
.
 
D
N
.
 
I
I
 
4
9
 
2
8

5
,
 
I
I
I
,
 
1
9
5
.
 M
A
.
 
I
I
I
.
 
1
8
3
.

e
tc
)

(
I
V)

「
強

意
反

覆

型

」

(
前

掲

の
偶

を
張

張

す

べ
く

再

読

す

る

結

合

の
丈

句
。

例
、
D
N
.
 
I
.
 
9
9
:
 
Ah
a
m
 
p
i
 
A
m
b
a
t
t
h
a
 
e
v
a
m
 
v
a
d
a
m
,
 
-
c
f
.

M
N
.
 
I
.
 

5
1
0
e
t
c
.)

(
V
)

「随

喜
讃

嘆

・
構

讃

型

」
(
弟

子

が

佛

の
説

法

に

封

し

て

随
喜

の

心

を

表
白

し
、

三
寳

を
讃

歎

し
、

或

は
佛

に

よ

る
嘉

賞

の
言
葉

を
述

べ

る

も

の
。

例
、
M
N
.
 
I
.
 
5
0
8
:
 
A
c
c
h
a
r
i

y
a
m
 b
h
o
 
Go
t
a
m
a
,
 
a
b
b
h
u
t
a
m
 

b
h
o
 
Go

t

a
m
a
,
 
y
a
v
a
 
s
u
b
h
a
s
i
a
n
 
c
 
i
d
a
m
 
b
h
o
t
a
,
 
-
,
 
D
N
.
 
I
I
.

8
8
:
 B
h
a
g
a
v
a
 
i
m
a
h
i
 
g
a
t
h
a
h
i
 
a
n
u
m
o
d

d
i
,
 
-
,
 
c
f
.
 
D
N
.
 
I
I
.
 

3
6
,
 
2
0
8
.

2
9
5
.
 M
N
.
 
I
.
 
2
6
2
.
 
e
t
c
.

)

(
V
I)

「
會

話
・

問

答

型

」

(
偶

に

よ

る
會

話
を

導

き
、

或

は

偶

の
問
答

の

前

に

附

せ

ら

れ

た
結

合

の
文

句
。

例
、

M
N
.
 
I
.
 
1
7
1
:
 
Ev
a
m
 
v
u
t
t
e
 

a
h
a
m

b
h
i
k
k
h
a
v
e
 

U
p
a
k
a
m
 
a
j
i
v
i
k
a
m
 
g
a
t
h
a
h
i
 
a
j
j
h
a
b
h
a
s
i
m
,
:
 

D
A

I
.
 
2
2
3
:
 
Ev
a
n
 c
a
.
 
k
h
o
 e
so
 b
h
i
k
k
h
u
 
p
a
n
h
o
 p

cc
i
t
a
s
b
b
o
,
 
-
,
 
c
f
.

D
N
.
 
I
I
.
 

3
9
,
 
2
4
1
.
 
3
4

9
.
 M
N
.
 
I
.
 
1
6
9
,
 
I
I
.
 

9
9
,
 
1
4
3
.
 S
N
.
 
I
.
 

5
,
 
8
.
 
e
t
c
.

)

(
V
I
I
)

「
ウ
ダ

ー

ナ
型

」
(
I
-
V
I
は
何

れ

竜

定

型

的

表

現

を

有

し

な

い
が
、

ウ

ダ

ー

ナ

型

は
表

現

が

定

型

的

で
i
m
a
m
 
u
d
a
n
a
m
 
u
d
a
n
e
s
i

の
句

を
有

す

る
。

特

に
A

th
a
 
K
ho
 
B
h
a
ga
v
a
 
v
i
d
i
t
v
a
,
 
t
ay
a
m
 
ve
l
a
y
a
m

im

a
m
 
u
da

a
n
e
s
i
,
 
-

の
如

き

定

丈

句

は

九

分

教
 
U
d
a
na

の

M
e
r
-

(
15
)

k
m
a
l
 で
あ

る
。

例
、
D
N
.
 II
.
 
8
9
,
 10
7
,
 
136
,
 M
N
.
 
1
 50
8
。
U
d
.
 
e
t
c
.)

(
V
I
I
I

)

「
結

合

句
省

略

型

し
(
結
合

丈

句

全

く

な

く
、

散

文
部

か

ら

直

接

偶

丈
部

に
移

行

す

る
竜

の
。

た

だ

し

こ

の
場

合

に

も

他

の
何

れ

か

の
型

の
丈

句

を

入

れ

る

と

ピ

ッ
タ
リ

す

る
竜

の
も

あ

る
。

例
、
D

A
.
 
I
I
.
 
1
2
8
.
 

13
4
f
.
 
1
5
1
.

15
3
,
 1
67
,
 

2
0
6
,
 
I
II
.
 
2
0
4
,
 
M
N
.
 
I
I
.
 
3
3
7
.
 3
8
6
,
 II
I
.
 
1
8

9
.

1
9
1
,
 
1
9
3
,
 
2
0
2
,
 S
N
.
 
I
.
 

1
.
 
2
.
 

e
tc
.

)

〔
B
〕

一
慮
以
上

の
如
き

が
何
れ
も
我

々
の
目
的

に
沼
は
な

い
の
に
饗
し
、

次

に
明
瞭

に

S
u
t
t
a
と
G
a
t
h
aと
が
重
頚

の
關
係
に
あ
る

こ
と
を
示
す
型
が

あ
る
。
言

は
ば

「
重
頽
型

」
で
、
ウ
ダ
ー
ナ
型

と
同
檬
よ
く
整

つ
た

門
キ

マ
リ

交
句
」

の
形
を
と

つ
て
ゐ
る
。

か

つ
重
頚
型

は

の
Ge
y
y
a
型
と
l
t
i
v
u
t
t
a
k

a

型

と
に
二
大
別
さ
れ
う
る
。

(
a
)
 
先
づ

O
e
y
y
a

型
は
九
分
教

O
e
y
y
p

た
る

こ
と
を
示
す
特
徴
的
形

式

と
思
は
れ
る
も

の
で
あ
る
。

つ
ま
り

S
u
t
t
a
 

と
G
a
t
h
a
と
を
ば
I
d
a
m
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a
v
o
ca
 B
b
a
ga
v
a
,
 
i

d
a
m
 v
a
t
v
a

v

(
n
a
)
s
u
g
a
t
o
 
a

to
a
t

p
a
r
a
 

e
t
a
d
 
a
v
o
c
a

S
a
t
t
h
a
,
 
-か

く
世

隼

は

日

へ
り
。

善

逝

は

か

く

日

ひ
巳

っ
て
、

大

師

は

さ

ら

に

〔
そ

の
意

を
〕

次

の
如

く

〔
偶

に

て
〕

日

へ
り
)

と

い
ふ

キ

マ
リ

文

句

で

(
16
)

結
合
す
る
も

の
で
あ

る
。

こ
れ

こ
そ

S
u
tt

と
G
a
tth
鋤

と
が
重
頚

の
關
係
に

あ
り
、

從

つ
て
G
a
y
y
a

で
あ
る

こ
と
を
示
す

M
e
r
k
m
a
lで
あ
ら
う
。
漢
謬

で
は
課
語

の
不
統

一
を
冤
れ
な

い
が
、

こ
れ
に
相
當
す
る
結
合
文
句

を
見
出
し

シ

ノ

ノ

リ
テ

タ

シ
テ
シ

う
る
。
前
掲

『婆
沙
』
の
實
例
文
中
に
あ
る

「世
奪
散
読
、
此
交
句
已
復
結
爲

ヲ

シ
テ

シ
テ
ク

ダ

レ
頽
、

而

調

講

言

」

の
語

も

こ
れ

で
あ

る
。

な

ほ

こ
の

O
e
y
y
p

型

の

一
攣

形

と

も

見

る

べ
き

も

の

に

Id
a
m
 
a
v
o
c
a

B
h
i
k
h
a
v
e
 
B
r
a
h
m
a
 
S
a
h
a
m
p
a
t
i
,
 
i
d
a
m
 
v
a
t
v
a
 
a
t
h
a
p
a
r
a
m
 
e
t
a
d

a
v
o
c
a
,
 
-(比
丘

ら
よ
、
娑
婆
圭
梵

天
は
か
く
述

べ

た

り
。

か
く
語
り
て
さ

ら
に

〔
そ

の
意

を
〕
次

に

〔
偶

に
て
〕

言

へ
り
)

の
型

が

あ

る
。

だ

が

前

者

(
17
)

に
比
し
遙

か
に
頻
出
度
が
少

い
。
の
み
な
ら
ず
、

九
分
教
は
本
來
佛
所
読

・
如

來
所
読
を

そ
の
建

前
と
す
る
か
ら
、
梵

天
に
麟
せ
ら
れ
る
本
形
式

は
本
來
的
な

九

分
教

の

O
e
y
y
a
型

と
は
見
倣
し
え
な

い
と
思
ふ
。

(
b
)
 
次
に
 
l
t
i
v
u
t
t
t
a
k

a
型
と
は
、

パ

ー
リ
で
は
小
部
経
典

ht
v
u
t
t
a

t
k
a

及
び
D
N
.
 3
0
 
L
a
k
k
h
a
n
a
-
s
u
t
t
a

の
二
経
に

の
み
見
ら
れ
る
特
殊

の
重
頚
型

で
あ
る
。

こ
の
二
経

に
は

国
E
t
a
m
a
-
a
t

th
a
m
 
b
h
a
gq
a
v
a

v
oc
a
,
 
t
a
t
t
h
e

t
a
m

〔
it
i〕
v
uc
c
at
i
,
 
-
(
こ
の
義

を
世
尊

は
宣

ひ
、

こ
こ
に
次

の
如

く

〔偶

を
〕
読

き
給

ふ
)

の
定
型
結

合
句

が
あ
る
。

さ
れ
ば
聖
典

It
iv
u
t
t
a
k
a

は
周
知

の
や

う
に
経
首
が

v
u
tta
m
 h
e
ta
m
 b
h
a
g
aav
p
t
a
 vq
t
tp
t
a
m
-

p
r
a
h
a
 
t
i
 
m
e

su
t
t
a
m
,
 

で
始
ま
り
、

纒
尾

が
〔
i
〕t
i
,
 
で
終
る
と
い
ふ
特
徴
を
有
す
る
ば
か

(
18
)

り
で
な

く
、
本
質
的
に
は
重
頚
集
乃
至

O
e
y
y
簿
集

で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
九
分
教

の

O
e
y
y
a

と

It
v
g
t
a
k
aと
の
關
係
を
追
求
し

て
見

る
に
、
G
ey
y
a
型
が
原
始
佛
教
聖
典

一
般

に
廣
く
行
き
わ
た

つ
て

ゐ
る

の
に

封
し
、
l
t
i
v
u
t
t
a
j
a

型
が
僅
か

二
経
に
し
か
見
ら

れ
な

い
黙

に
留
意
す

べ
き
で

あ
ら
う
。

ま
た

O
e
y
y
a
が
諸
傳

一
致

し
て
九
分
教

(
乃
至
十

二
分
教
)

の
第

二
支
と

い
ふ
重
要
な
位
置

に
置
か
れ
る
に
野
し
、

t
v
g
t
K
a

(S
k
t
.
 
l
t
y
u
k

t
a
k
a如
是
語
)
は
第
六
支
以
下
に
配
置
さ
れ
、

し
か
も

こ
れ
を
l
t
v
r
tt
k
a

(
19
)

.

(
本
事
、

過
去
物
語
)
と
解
す
る
有
力
な
異
傳
ま

で
存
す
る
。

こ
れ
ら

の
黙

か

ら
推
定
す
る
に
、
l
t
v
stta
l
 
(
Ity
u
k
a
t
a

)
は
G

e
y
y
a
か

ら

別

立

さ
れ

て
九
分
教

の

一
支
と
し
て
凋
立
し
た
も

の
で
、
も
と
も

と
G

ey
y
a
の

一
種
或

は

一
特
殊
形

で
あ
る
ば

か
り
で
は
な
く
、

恐
ら
く
そ

の
獲
達
形

と
見
る

べ
き
も

の
と
思

は
れ
る
。

因
み
に
こ

の
こ
と
は
ま

た
九
分
教

(
乃

至
十
二
分
教
)
自
身

(
19
)

の
中

に
新
古

の
暦
が
あ

る
こ
と
を
示
唆
す
る
も

の
で
も

あ
る
。

四

結

論

以
上

の
所
論

に
よ
り
、

原
始
佛
教
聖
典
中
か
ら
九
分
教

の
e
y
y
a

の
具
鐙
的

内
容
を
抽
出
す
る
こ
と
は
極

め
て
容
易
と
な

つ
た
と
思
ふ
。
印

ち

の
e
y
y
a

型

の
l

d
p
m
 
a
v
o
c
a
 B
h
a
ga
v
a
 
i
d
a
m
 v
a
t
v
a(
na
)
S
ug
aat
o
 
a
th
a
pa
r
m

g
a
d
 a
v
o
c
a
 
S

a
tth
a
,
 
-な
る
定
型
結
合
句

に
注

目
し
、
そ

の
前
後
に
配
置

さ
れ

て
ゐ
る

一
連

の

S
u
tt
a
と
G
a
t
h
aと
を
取
り
出
せ
ば
よ

い
わ

け

で

あ

る
。

重
頸

の
關
係

を
示
し
、

九
分
教
G

e
y
y
a
の
内
容

た
り
う
る
特
徴
を
有
す

る
結
合
旬
は
、

少
く
も

り
聖
典
に

つ
い
て
見
る
限
り
、

こ
れ
以
外

に
見
出

さ
れ
な

い
や
う
で
あ
る
。

尤
も

M
.
 
W
i
n
t
e
r
n
i
t
z

は
か
か
る
型

に
屡
す
る
砦
干
例

を
取
り
出
し
、
結
局

(
21
)

こ

の
定
型
句
は
次

の
偶

が
挿
入

で
あ
る

こ
と
を
示
す

も

の

と

し

て

ゐ
る
。

勿

論
時

と
し

て

O
e
y
y
P

型

の
定
型
句

に
結
ば

れ
て
ゐ
て
も
、

S
u
tt
a
と
G
a
t
h
a

と
の
内
容
が
飴

り
に
相
違
し

て
ゐ

て
内
容
的
に
は
重
頽

の
關
係
に
あ
る

と
認
め

難

い
場
合
も
あ
ら
う
。

さ
う
し
た
場
合
爾
要
素

の
何
れ
か
が
後

の
挿
入

で
あ
る

こ
と
も
あ
ら
う
し
、

別
個

存
在
し
た
爾
要
素
を
無
理
に
結
合
し

て
九

分
教

の

九

分

教

の
ゲ

イ

ヤ

に

つ

い
て
 
(
前

田
)
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九
分

教

の
ゲ

イ

ヤ

に

っ

い
て
 
(
前

田
)

G
e
y
y
a

と
し
て

の
形
式

を
整

へ
、
輕
典

に
佛
所
読

・
如
來
所
読

た

る

構
威
を

與

へ
よ
う
と
し
た
こ
と
も
あ

ら
う
。

從

つ
て
個

々
の
場
合

に
つ
い
て
は
言
語

・

内
容
等

の
面
か
ら
な

ほ
十
分
槍
討
す
る
要
が
あ
る
。

し
か
し
大
局

的
に
は

こ
の

定
型
句

は
W
i
n
t
e
r
n
i
t
z

の
説

の
や
う

に
挿
入
偶
を
示
す
も

の
で
は
な

く
、

九

分
教

の
G

e
y
y
a

た
る
こ
と
を
示
す

M
e
r
k
m
a
lと
見
る

べ
き

で
あ
ら
う
。

と

も

し

も

こ
ろ
で
ま
た
時

と
し
て
内
容
的

に

S
u
tt
aと
G
a
th
a
と
が
重
頽

の
關

係
に
あ

り

つ
つ
、
而
も
何
ら

の
結
合
句
を
有
し
な

い
も

の

(
「
結
合
句
省

略
型
」

の

一

種
)

が
あ
る
。

か
か
る
も

の
を

O
e
y
y
a

に
籔

へ
る
べ
き

か
否
か
は
な
ほ
多
少

問
題

で
あ
る
。

恐
ら
く
定
型
結
合
句
を
有
す

る
も

の
に
準

じ
て

O
e
yy
a
の

一

部
と
す
る

こ
と
も
許
さ
れ
る

の
で
な

い
か
と
思
ふ
が
、

し
か
し
少
く
と
も

定
型

句
を
有
す
る
も

の
が
典
型
的

・
標
準
的
と
言

へ
る
で
あ
ら
う
。

九
分
教
は
四
部
四
阿
含
原
形
成

立
以
前

の
も

の
と
考

へ
ら
れ
る
が
、

こ
こ
に

さ
う
し
た
古

い
時
代

の
重
要
な
経
典
形
式

の

一
つ
を
明
ら
か
に
し
、

原
始
佛
教

聖
典

の
最

古
層

を
抽
出
す
る

一
つ
の
注
意
す
べ
き
覗
黙

を
獲
得
し
え
た

こ
と
に
(
22
)

な
ら
う
。

我

々
は

こ
れ
に
よ

つ
て
九
分
教

S
S
tt

と
ほ
ぼ
同
じ

段
階

に

あ

る

G
e
y
y
P
の
具
燈
的
内
容
に
關
す
る
大
凡

の
概

念
を
う
る

こ
と
が

で
き
る
や
う
に

な

つ
た
と
思
ふ
。

1
 
榊
博
士

『
謙
課
名
義

大
集
』

三

三
ハ
八
。

2
 
美
濃
師

「
九
分
十

二
部
纏

の
碑
究

(上
)
」

(『
佛
教

研
究
』
第

七
巻
第

一
・
二
合
併
號
)

七
〇
頁
。

3
 
P
a
l
i
 
T
e
x
t
 

S
o
i
e
ty
'
s
 
P
a
l
i
-
F
n
g
.
 

D
i
c
,
 
s
.
 
v
.
 
G
e
y
y
a

4
、

『
印
度
學
佛
教
學

研
究
』

二
ノ
二
、
拙
稿

二
七
〇
頁
参
照
。

テ

ニ

ハ

テ

ニ

ス

5
 

同

じ

『
鍮
伽
論
』
巻

二

五

に

は

「
於
二
中
間

或
於
二
最
後
輔
宣

読
伽

ヲ他

こ

と
竜
読
明
し

(
大
三
〇
、
四

一
八
中
)
、
同
種

の
解
繹
は

『
顯
揚
論
』

巻
六

(
大
三

一
、
五
〇

八
下
)
、
『
阿
毘
蓮

磨
集
論
』

巻
六

(
大
三

一
、
六

八
六ハ
中
)
、
同

『
雑
集
論
』
巻

一

(
大
三
三
、

七
四
三
下
)

に

竜

見

ら

れ
る

6
 
前
註
引

用
箇
所
参
照
。

レ

ニ

リ

7
 
定
賓

『
四
分
律
疏
飾
宗
義

記
』
巻

三
本

に
は

「
此

[
=
O
e
y
y
a
〕
有
二
二

ニ
ハ

ニ

セ
ン
ガ

ヲ

ニ

ス

ネ
テ

ヲ

ニ
ハ

ノ

ノ

ナ
ル
ガ

ニ

相
殉

一
爲
レ
利
司
釜
後

來
之
者
↓
鷹
レ
爲

二
重
頒
幻
二
者
爲
二
長
行
義

不
了

一敵
、

ニ

ニ

ス

シ

鷹
二
更
頚
繹

こ

と
述

べ

(『
績
藏
』

六
六
套

一
冊

五
十
丁
右
下
)
、
基

『
大

シ乗
法
苑
義
林
章
』
巻

二
本
竜
同
様
趣
旨

の
繹

を
施

し
て
ゐ
る

(
大

四
五
、

二
七
六
中
下
)
。
今
併

せ
て
考
慮
す

べ
き
で
あ
ら
う
。

8
 

美
濃

師
、
前
引
論
丈
、

六
九
頁
、
,.九
二
頁
参
照
。

9

『
大
乗
浬
藥
経
』
巻

一
五

(
大

三

一
、
四
五

一
中
)
に
竜
あ

る
が
、

『
婆

沙
』
と

ほ
ぼ
同
趣
旨
と
見
徹

し
え

よ
う
。

10

『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』

二
ノ
ニ
、
拙
稿

二
七
五
頁
、

註
4

に
そ
の
出

典

を
塞
げ

た
。

11
 

宇
井
博

士

切
印
度
哲
學
研
究
』
第

二
、

一
五
九
頁
。

林
屋
博
士

『
佛
教

研
究
、

第

-
巻
』

七

一
七
頁
、

等
。

12

『
荻
原
雲
來
丈
集

』

四
〇
四
頁
。

赤
沼
教
授

『
佛
教
経
典
史
論
』

一,七

〇
頁
、

等
。

13
 
美
濃
師
、

前
引
論
丈
、

九
四
頁
。

14
 

註
16
参
照
。

15
 

水
野
博

士

「
ウ
ダ

ー
ナ
と
法
句
」

(『
駒
澤

大
學
報
』
復
刊
第
・2
號
)
三

頁
以
下
。

16
 

こ
の
G

e
y
y
a

型

の
結
合
句
は
。八
ー
り
聖
典
中
次

の
如
き
箇

所

に
見
出

さ
れ
る
。
郎

ち

D
N
.
 
I
I
 

9
0
,
 
1
2
0
,
 
1

2
3
,
 19
9
,
 I
I
I
,
 
1
8
1
,
 

1
8
2
N

(
=

大

一
、七
〇
中
)
,
 
1
8
4
(
=
大

一
、七
〇
下
)
,
 
1
8
6
 

(
=
大

一
、
七

一
中
)

1
87
;
 
1
9
1
(
=
大

一
、
七
二
上
)
;
 M
N
.
 I
.
 
2
2

7
.
 I
I
I
.
 
1
8
7
,
 
2
5
7
,
 

S
N
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I
.
 
6
9
,
 
1
0
0
,
 
1
0
2
,
 
1
5
2
,
 
1
8
9
,
 
2
2
0
,
 
I
I
.
 
2
4
1
 
I
I
I
.
 

2
6
(
=
大

二

六

一
下
)
.
 
83
.
 
8
5
,
 
1
4
2
,
 
I
V
.
 
1
2
7
,
 
v
.
 
6
,
 
2
4
,
 
2
1
7
,
 

3
4
4
,
 
4
0
0

8
0
1
,
 
4
0
2
,
 
4
0
5
,
 
4
3
2
,
 
4
3
3
,
 
A
N
.
 
I
.
 
6
3
,
 
I
I
I
.
 
3
4
,
 
I
V

1
0
9
 
v
.
 
17
3
,S
n
.
 pp
.
 7
8
,
 
1
2
6
,
 
1
4
0
-
1
4
8
.

17
 

M
N
.
 
I
.
 
1
6
8
,
 

S
N
.
 
I
.
 
1
3
7
.
 
1
4
0
,
 

A
N
.
 
I
I
,
 

2
1
等

に
見

ら
れ

る

の

み

で
あ

る
。

18
 

パ

ー

リ
聖

典

I
t
v
u
t
t
a
k
a
中

へ

経

首

の
定

型

句

を

敏

く
竜

の
は
、

ま

た
例

外

な

く

重

頒

の
關

係

を

示
す

定

型
結

合

句

を

敏

い

て

ゐ

る
。

(
=

t
v
i
.
 
8
1
-
8
8
,
 9
1
-
9
8
,
 
1
0
1
-
1
1
1

)

19
.
 
t
v
u
t
t
a
k
に

つ

い
て
は

別

に
論

ず

る
機

會

を
持

ち

た

い
。

20
 

G
e
y
y
p

以
外

に

も
、

例

へ
ば

v
e
d

a

は
V

e
y
y
k
a
r
a
n
a
の
特

殊

形

或

は

襲

達

形

で

あ

る

と

い
ふ

や
う

な

關

係

も

あ

る
。

21
 

M
.
 
W
i
te
rn
it
c
h
i
c
h
t
e
 
d
e
r
 
I
n
d
.
 
L
i
t
.
 
I
I
.
 
S
.
 
2

7
,
 A
n
m
.
 3
.

22
 

G
e
y
y
p

の
形

式

は
S
u

t
ta
,
 
G
a
t
h
aの
爾

要

索
が

あ

つ

て
始

め

て

成

立

し

う

る

竜

の
で

あ

る
か

ら
、
G
e
y
y
a

は

S
u
tt
a
,
 
G
a
t
h
a
よ

り
竜

成

立

が

後

で

あ

る

と
考

へ
ら

れ

る
か

も

知

れ

な

い
。

し

か

し
佛

教

丈

學

史

の

上

だ

け

か

ら
見

る
時

は
、

G
e
y
y
a
は

や
は

り

九
分

教

の
中

で

竜

特

に

古

い
四

つ
或

は

五

つ

の
支

(
A
n
ga
)

の
中

に
入

る

べ
き

も

の
と
見

ら

れ

る
。

た

だ

し
、

イ

ン
ド
丈

學

史

全

髄

の
立

場

か

ら

は

自

ら
別

の
見

方

が

生
じ

う

る

こ
と

で

あ

ら
う

(
本

研
究

は

昭

和

二
十

九

年
度

丈
部

省

科

學

研
究

助

成

補

助

金

に

よ

る

助

成

研
究

の

一
部

で
あ

る
。
)

九
分

教

の

が
イ

ヤ

に

っ

い
て
 
(
前

田
)
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